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��
・Excel�のデータを	
/	�として��しながら、��に��を�います。また、 !"の��#も%り'むことができます。
Excelシート�のデータをなぞりながら、0�された�334でソースメータから9:��します。��と��に、	
#・	�#・;<#の

��を�います。 また、��に !"や>? !"の��#も��に%り'みます。またABに%りCけたマルチメータによる����で

K!などの��もMNです。 O P65,000ステップまでのXY��ができます。��Zは、��データをリアルタイム`aします。

・ソースメータbdのリストスイープをfgしてhijkによる mnの��ができます。I-V

・ソースメータbdのスイープ Nをrgした��ができます。
	
または	�のスイープ Nにより、 mnの��ができます。これにより、ヒステリシスmnが��できます。その��uvを シートI-V Excel

に%'み、wyzに`aを�います。 bdのスイープ��では、 !"の��#を%り'むことはできません。

◆

◆

◆

エーディーシー�
6240A/41A/42A/43/44

	
 	�/

MS-Excel2007での`a�

WindowsXp/Vista/7
MS-Excel2002/03/07/10

トプコン�
BM-8,BM-9m

トプコン�
BM-5A,BM-5AS,BM-7
BM-7A,BM7fast

トプコン�
SR-3,SR-3AR
SR-UL1,SR-UL1R
SR-UL2,SR-LEDW

コニカミノルタセンシング�
CS-1000A

コニカミノルタセンシング�
CS-200

コニカミノルタセンシング�
CS-2000

コニカミノルタセンシング�
CS-100A,LS-100,LS-110

§ 、 ¨EL LED

GP-IB

RS-232C
USB
GP-IB

エーディーシーW32-R6243IVL/IVL3/IVL4/IVL5

�� ・ �の�	、���	EL LED
の���

6240A/01A/02
6243/44

BM-5A,BM-5AS,BM-7,BM-7A,BM-7Fast,BM-8,BM-9mは、トプコン�の
�です。

SR-3,SR-3AR,SR-UL1,SR-UL1R,SR-UL2,SR-LEDWは、トプコン�の
�です。

6240A,6241A,6242,6243,6244は、 の
�です。エーディーシー�

y`«¬：Win : Exceldows 7/8.1/10/11(32bit or 64bit) 2010/2013/2016/2019/2021(32bit Only)

エーディーシー�������

LS-100,LS-110,CS-100A,CS-200,CS-1000A,CS-2000は、コニカミノルタ
センシング�の
�です。

+�	�/���	�

ソフト±² GP-IBボード µ¶する !" ·¸

W32-R6243IVL-R

W32-R6243IVL-N

W32-R6243IVL3-R

W32-R6243IVL3-N

W32-R6243IVL4-R

W32-R6243IVL4-N

W32-R6243IVL5-R

W32-R6243IVL5-N

ラトックシステム�

ラトックシステム�

ラトックシステム�

ラトックシステム�

NI�

NI�

NI�

NI�

トプコン�
BM-5A,BM-5AS,BM-7,
BM-7ABM7fast,BM-8,
BM-9m

トプコン�
SR-3,SR-3AR,SR-UL1,SR-UL1R
SR-UL2,SR-LEDW,SR-NIR,SR-5
SR-5A,
BM-5A,BM-5AS,BM-7,BM-7A,
BM7fast,BM-9m

コニカミノルタセンシング�

コニカミノルタセンシング�
CS-1000A,CS-2000
CS-100A,CS-200
LS-100,LS-110

180,000¼

180,000¼

390,000¼

390,000¼

LS-100,LS-110
CS-100A,CS-200

��に� !は"まれておりません。
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エーディーシー�
6240A/41A/42A/43/44
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Windows2000/Xp/Vista
-Excel2000/02/03/07MS

コニカミノルタセンシング�
LS LS CS-100, -110, -100A

トプコン�
-8, -9mBM BM

トプコン�
-5A, -5BM BM AS
-7, -7ABM BM

トプコン�
-5A( - )BM GP IBCき
7fastBM

トプコン�
SR SR AR-3, -3

- 1, - 1RSR UL SR UL
- 2, -SR UL SR LEDW

SR-NIR,SR-5,SR-5A

コニカミノルタセンシング�
CS-1000A

コニカミノルタセンシング�
CS-2000

GP IB-

コニカミノルタセンシング�¿gÀYケーブル
- アダプタCきLS ACA15 ( )

BM BM AS-5A, -5
-232C ( )RS ケーブル ストレート
-5A 9 25BM パソコンÆ ピン/ bdÆ ピン

パソコンÆ ピン/ bdÆ ピンBM AS-5 9 9

 !" にCÈするCS-1000A
ケーブル クロスRS-232C ( )

トプコン��¿gÀYケーブル

RS-232C ( )ケーブル クロス
9 -9ピン ピン

RS-232C

USBケーブル

USBケーブル

USB

GP IB- ケーブル

Ê) -5Aは、 ÀYにもµ¶しています。BM GPIB

ÀYËÌのÍÎは、それぞれの��ÏにCÈする%ÐÑÒÓをÔÕください。
パソコンとØ��Ï3のÀYケーブルは、ユーザÆでごgiください。
 !"をパソコンとÀYするケーブルにつきましては、 !"�ÝÞへおáいâわせください。

コニカミノルタセンシング�
CS-200

※Ê1)
-200bソフトで「 」をfgするçâ、コニカミノルタセンシング��「èéêëソフトCS

-S10wCS 」ソフトがインストールされ、ìíにy`しているパソコン«¬でのみfgできます。
※Ê2)

C:\Program files\�ñ「èéêëソフト」がインストールされたフォルダ「 KONICAMINOLTA
\ -S10w Kmsecs200.dll C:\ \CS WINDOWS」にあるファイル「 」を、ùúにシステムフォルダ「
system32 (Windows2000 C:\ \System32)」へコピーしてください。 では、 WINNT

※Ê)
-2000bソフトで「 」をfgするçâ、コニカミノルタセンシング��「èéêëソフトCS

-S10wCS 」ソフトがインストールされ、ìíにy`しているパソコン«¬でのみfgできます。
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・ を「 」:に;<SW REMOTE-1
・ を「 」:に;<SW OUT-2 D. 5A
・>は?@
を;<G、 のHIを にするか、または、BM ON-5A

ボタンをVします。RESET

RESETボタン

このZ[が、「Calibration」から
「Remode Mode」に_り`るのをcちます。
(h30sec)
そのG、qソフトによりデータのxりyが
z{になります。

BM-5A ( )のü�� ýの þ は、トプコン�のマニュアルÔÕ

パソコンと !"とのÀYは !"にCÈする%ÐÑÒÓをÔÕして�なってください。

" �を��$の"%&'-5) -5ABM

bソフトをfgして、 !"からのデータ%�するためには、�ず、 !"の「 」キーを�しながら		をF
にしてください。ÍÎは、 !"CÈの%ÐÑÒÓをÔÕください。ON

パソコンの
ポートへUSB

USBハブ

コニカミノルタCÈの
プロテクト USB KEY-

システムハウス・サンライズCÈの
プロテクト USB KEY-

 !" へCS-2000

KEITHLEY
2400へ

bソフトを��するためには、コニカミノルタセンシング��「èéêëソフト -S10w」がインストールされ、ìíにy`が��されていることCS
がú�になります。ただし、「èéêëソフト -S10w」とbアドインを��に�yしてはいけません。CS
また、ÀYには ポートが４ポート��になりますから、�ñのようなÀYを��します。USB

bソフトを��するためには、コニカミノルタセンシング��「èéêëソフト 」がインストールされ、ìíにy`がCS-S10w
��されていることがú�になります。 た だし、「èéêëソフト 」とbアドインを��に�yしてはいけません。CS-S10w
【��】
�ñ「èéêëソフト」がインストールされたフォルダ「 」にあるファイルC:\Program files\ \ -S10wKONICAMINOLTA CS
「 」を、ùúにシステムフォルダ「 」へコピーしてください。Kmsecs200.dll C:\ \system32WINDOWS

では、(Windows2000 C:\ \System32)WINNT

" を��$の"%&'-3) -2000CS

" を��$の"%&'-2) -200CS

"-1) (*の"%&'LS LS CS-100, -110, -100A

" �を��$の"%&'-4) -9BM

BM-9g¿gケーブルを
fgして、パソコンの

-232CにÀYします。RS

BM ON-9の		を にして、
の���、この !CAL.

が、 が !されていな”E1"

いことを��してください。
が !されていると、“E1"

��ができません。

DIP SW ON. の２²を にして、
$%を にü�してRS USE-232C

ください。



"- ��.7� シリーズの<=>?@� !7) TOPCON SR -1

FUNCTION キーを&�しする。

CHANGE COMM ENTER’ ’キーで を'(し、 で��する。

CHANGE ROTATION RS/ ’ -232C’キーで を'(し、
キーで��する。ENTER

$%パラメータを'(する。

CS OFF-900を にして、
を'(する。‘Normal Type’

Delimiterを
にü�する。‘ + ’CR LF
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INTERFACE RSを、 -232Cに;<します。 RS-232Cのプロトコルを;<します。 データ��を、 -5 に;<します。BM AS

FUNCTIONボタンを、２���Vすと、��モードになります。
ボタンで、Z[を��_り`えます。ENTER

��の;<を��に�ってください。��な��は、 -5 に��する�����を ¡してください。BM AS
qソフトの¢<を£¤するときは、 -5 を に;<しておく¦§があります。BM AS HOLD

" の@�&'-6) -5BM AS

Ê ü�を)*した�、)
,!、 !"の		を

にし、-!、 にしてOFF ON
ください。

1 1

2 2

3 3

4 4

5 5

6 6

7 7

8 8

9 9

open

open

open

open

DCD DCD

RXD RXD

TXD TXD

DTR DTR

GND GND

DSR DSR

RTS RTS

CTS CTS

RI RI

RS-232Cクロスケーブルのu.a
�サンワサプライ ケーブル: RS232C (KR-LK2)



"- ��.7� シリーズの<=>?@� !8) TOPCON SR-5

FUNCTION Remote I/F Type

RS-232C

① ② ③

④ ⑤ Remoteのü�

SR-5/SR-5Aの$%01
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アドインの[\]^

bdのスイープ Nをfgした ��I-V
ª«¬は®できません。

この「スイープ」タブが²³されている´に「 」をクリックＳＴＡＲＴ

すると、¼½したスイープ¾¿にÀずきÂÃの;<を�ったG、

スイープをÄ�します。 スイープÅÆG、そのÇÈを Excel�

にxyみます。xyデータは、ËÌのカーソルÍÎから�Ï

ÐにÐかって¼½されます。データのxyG、Excelシート�に、

ÑÒÓに�Ôを�います。

bdのカスタムスイープ Nをfgした ��I-V
ª«¬は®できません。

ランダムこの「 」タブが²³されている´に「 」をクリックＳＴＡＲＴ

すると、qØのランダムメモリにÚÛされているÜ½リストにÀづ

いたスイープ¢<を�います。スイープÅÆG、そのÇÈを

Excel�にxyみます。

xyデータは、ËÌのカーソルÍÎから�ÏÐにÐかって¼

½されます。

Excelデータのリアルタイム��

Excelシートに、Ü½するÞを��にキー¼½しておい

てください。

この「 Excel」タブが²³されている´に「 」をクリＳＴＡＲＴ

ックすると、Excel�のデータがソースメータから�じÜ½さ

れ、á´に¢<が�われます。I-V-L¢<を�なうåæは

もこの タブを²³します。Excel

「グラフè」にチェックを�けると、¢<Þのリアルタイ

ム�Ôを�うことができます。

「íî¢<Ã」にチェックを�けると、Ü½とá´に

マルチメータなどのíî¢<Ãのデータをxりyむこ

とができます。 ただし、パルスÜ½を�うåæは、

のóî¢<とáôして¢<を�うことはできHõHöI

ません。

O2は、このボタンで、fgする Ï
の34と、その - アドレスをü�しGP IB
てください。�ñをÔÕください。

※�	�を(*した ��は、I-V-L
こ のタブをfgします。

I-V-L( - - )�� �� �	� の�� !

O2に シート�に、��するための	
#または、	�#リストをhiの56にキー7�します。Excel
8 � Ë9に7�するËÌと、: ; Ë9に7�するËÌがあります。7�#の<5は、「 」「 」「 」「 」などhiです。( ) ( ) V mV A mA
�じ��#を>り?し��するçâは、その��#の�ろにAかっこで、>り?しBCを7�します。
>? !を��するçâは、 Dúの では、: ; Ë9に7�することをおEめします。Excel2003 Excel ( )
bソフトは、ここで7�した��リスト#をなぞりながら		から��し、そのつど、	
・	�・ !・>? !の��を�います。

8 � Ë9へ7�した�( )

: ; Ë9へ7�した�( )

�じ��#を>り?し��するçâは、>り?しBCをAカッコで0�します。
�えば、 を B、 を B>り?し��するçâは、�ñのように7�します。2V 50 5V 20
2(50)
5(20)

ExcelÊ)この7�で、 がエラーメッセージを�したçâは、KLにシングルクォーテーション
を7�して、その�ろにC#を7�してください。
【�】

¨'2(50)

①

ここで、÷(ø)ÏÐへ¼½した
´は、「øへ」を²³し、ú(�)
ÏÐへ¼½した´は、「�へ」
を²³します。

Excelシートに��#リストをキー7�します。
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２ûü¢</４ûü¢<の_`を�います。

¢<Ãÿ�を;<します。

ÂÃの - アドレスを;<します。GP IB

Excelタブを²³しての¢<で、「 」´のÂÃÜ½��を�<します。PAUSE

¢<£¤´、１�だけオートゼロを�います。

6240A/41A/42AだけのÂ{です。



②
fgする !"の34を'(します。そして、その��OPと��QRをü�します。
Ø !"のü�QRのÍÎは、 !"にCÈする%ÐÑÒÓをÔÕいただくか、 !"の�ÝÞへおáいâわせください。
また、S7したアドインソフトにより、fgMNな !"がTなりますからごÊiください。

ソフト±² µ¶する !"

W32-R6243IVL

W32-R6243 3IVL

W32-R6243 4IVL

W32-R6243 5IVL

トプコン� BM BM BM BM BM BM-5A, -7, -7A, 7fast, -8, -9m

トプコン� SR SR AR SR UL SR UL-3, -3 , - 1, - 1R
-5A, -7, -7A, 7fast, -9mBM BM BM BM BM

コニカミノルタセンシング�

コニカミノルタセンシング�

このコンボボックスで、 !"の34を'(します。
「 」を'(したçâは、 !"の��は�わず、 mnだけの��になります。Not Used I-V

 !"の34を'(し、その��OPをü�します。
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コニカミノルタセンシング�� -100AのçâCS

ª«¬を
�した -232Cのポート�を�<します。RS
��¾¿は、ポート�だけが��z{です。
>の¾¿は�<されています。

ここで²³した¢<¾¿をª«¬に �し、;<します。
¢<£¤´には;<が�われませんから、¦ず、ここで;<しておいてください。

¢<��を²³します。

CS CS LS LS-100A, -200, -100, -110

CS CS-1000A, -2000
-100A, -200, -100, -110CS CS LS LS

コニカミノルタセンシング�� -100/110のçâLS

���«を²³します。
「 」ではh . 、「 」ではhFAST SLOW1 5sec 2sec
が��のデータxy´���になります。

「モニタ£¤」ボタンをクリックすると、¢<Þ
がこの�に��しZ[されます。

「 」「 ( )」「 ( . . )」PRESET VARI LUMI VARI C C F
「 ( . . / )」から²³します。VARI LUMIC C F

?@��À�Þを¼½します。

 ��!"を¼½します。

¢<モードを²³します。

ª«#$¢<の´の「 %À�Þ」を¼½100
します。

ª«¬との��の&'と、��¾¿をª«¬に;<するため、この
ボタンを１«クリックして¢<を�ってください。そのG、¢<を)Æし
てください。��に¼½した¢<¾¿をª«¬に;<するためには、
この「モニタ£¤」ボタンをクリックする¦§があります。 ¢<をI-V-L
£¤したときにはª«¬には¢<¾¿の;<は*も�われません。
��の¢<¾¿をª«¬に;<したG、¢<Þモニタが£¤され、
その¢<Þが+のテキストボックスに��しZ[されます。 も う-«
クリックすると、モニタを./します。
なお、モニタ0は「 」ボタンは12になりますから、モニタを./しOK
たG「 」をクリックしてください。OK

ª«¬に;<されている「?@��À�Þ」「 ��!"」「 %À100
�Þ」を3みyみ、それぞれの�にZ[します。
ËÌの;<Þを&'するために®します。

¢<Þが「¢<56オーバ」「Z[56オーバ」となったåæでも、
シートに「 」とZ[し¢<を8�します。チェックをíすと、Excel OVER

��エラーが9:すると¢<を0;します。

<´Þ¢<かピークÞ¢<かの²³をします。

ª«¬を
�した -232Cのポート�を�<します。RS
��¾¿は、ポート�だけが��z{です。
>の¾¿は�<されています。

もし、 -100の>¼´ôが?く、?い��Ï�しかサポートされてLS
いないåæは、ここにチェックをつけます。
ª«¬の「F」キーをVしながらHIを にしてª«¬ディスプレイON
に'['がZ[されないåæは、?い��Ï�しかサポートされていま
せん。

Ø !"の%�データを0�します。

I-V��Z、 !"の��#を%�するOPをü�します。
Uい	
#で	�がVさく、WXの?Zが[\して、
 !"の���3が]くかかるとき、このOPのü�により、
 !"の��をパスすることができます。
また、Øステップ	
��の^úにゼロ��を�い、WX
のキャリアをa�するü�もできます。
ÍÎは、�b④⑤をÔÕ。
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コニカミノルタセンシング�� -200のçâCS

ª«¬に;<されている¾¿を3みyみ、このCDにZ[します。

�«モードを²³します。「 」「 」「 」「 」「 」「 」「 」LTD AUTO FAST FAST SLOW SLOW MANU AUTO. S- S-

áôモードを²³します。「Eáô」「áô」

ファインダシャッタの / を²³します。ON OFF

Z[Iを;<します。「Lvxy」「Lvu'v'」「LvT⊿uv」「 」「λd」XYZ

Z[モードを;<します。「MNÞ」「 O」「Qæ」

ここで²³した¢<¾¿をª«¬に �し、;<します。
¢<£¤´には;<が�われませんから、¦ず、ここで;<しておいてください。

ª«データのxりyみを、ª«¬qØの「 」ボタンをVすことにより�います。MEAS
¢<0、「 」ボタンがVされるのをcち�けます。MEAS

RSを²³します。

¢<��を²³します。

ª«¬に;<されている¾¿を3みyみ、このCDにZ[します。
ª«¬との��TUのV®としても®します。

ª«¬のÿ�を²³します。「 -1000A」CS

�«モードを²³します。「 」「 .」「 .」「 .」AUTO INT EXT MAN

RSを²³します。

¢<��を²³します。

W\]^ª«のÑÒ�Ôを�なうåæにチェックを�けます。

W\]^ª«データをExcelシートへ¼½するときのの�_き"を;<します。
�_きを「1」に;<すると、W\データは、
380,382,384,386,... となります。

ここで²³した「�«モード」と「RS」は、I-V-L¢<£¤´に、ª«¬にÑÒÓに;<されます。

ª«¬を
�した -232Cのポート�を�<します。��¾¿は、ポート�とﾎﾞｰﾚｰﾄだけが��z{です。>の¾¿は�<されています。RS

ボーレートを²³します。

コニカミノルタセンシング�� -1000AのçâCS

Ø��QRにe�#を7�し、そのe�#をAれたとき��を��します。

チェックの�いた¢<��を、
「 」をVしながらクリックすると、Ctrl
e<Þ¼½CDがZ[されます。

チェックを�けるとe<がf2になります。

e<56の�:、�:を¼½します。
または、�:、�:のどちらかを¼½します。

e<をíれたとき¢<を)Æするときにチェックを�
けます。チェックが�いていないåæは、e<をíれ
た¢<Þは、g で シートに¼½され、¢<はExcel
8�されます。

h"の¢<��にe<Þを¼½したåæ、どれか
１つでもe<をíれたåæに¢<を)Æする´は
「 」を²³し、iての��がe<をíれたåæにOR
¢<を)Æする´は「 」を²³します。AND

q¢<��を"みiての¢<��のe<をクリアし
ます。

j k¢<��のe<Þは、 とl®ですが、「λ 」と「Ｌｅ」のe<Þは¼れoわります。) -2000 dCS

e<がf2な��はg でZ[
されます。



ª«¬のÿ�を²³します。「 -2000」CS

¢<モードを²³します。「��」「p�」「 」「 」MULTI MANUAL

áôモードを²³します。「Eáô」「óîáô」「íîáô」

RSを²³します。

ここで²³したª«¬の;<¾¿は、¢<�に「ª«¬の;<」ボタンでª«¬に �しておいてください。
I-V-L¢<£¤´には、ここで²³した¾¿でª«¬の;<は�われません。

Z[モードを²³します。

í�け の²³をします。ND

À�Þ�を�<します。

ユーザ��Þ�を�<します。

ª«¬のËÌの;<¾¿を3みyみ、Z[します。

ここで²³した¢<¾¿をª«¬に �し、;<します。

¢<��を²³します。

W\]^ª«のÑÒ�Ôを�なうåæにチェックを�けます。

W\]^ª«データをExcelシートへ¼½するときのの�_き"を;<します。
�_きを「1」に;<すると、W\データは、380,382,384,386,... となります。

ª«¬を
�した -232Cのポート�を�<します。RS
コニカミノルタセンシング�s「 twxソフト -S10w」ソフトで�<したポート�とáじポート�です。CS
��¾¿は、ポート�だけが��z{です。
>の¾¿は�<されています。

Ê) -2000での��を�うためには、コニカミノルタセンシング��「èéêëソフト -S10w」がインストールされ、ìíにy`が��されてCS CS
い る«¬でのみy`します。 fいまして、「èéêëソフト -S10w」をコニカミノルタセンシング�から7gし、パソコンにインストールしたCS
� 、 !"との$%をùúに��しておく��があります。

コニカミノルタセンシング�� -2000のçâCS

ª«データのxりyみを、ª«¬qØの「 」ボタンをVすことにより�います。MEAS
¢<0、「 」ボタンがVされるのをcち�けます。MEAS
ただし、W\データをxりyむことはできません。

Ø��QRにe�#を7�し、そのe�#をAれたとき��を��します。

チェックの�いた¢<��を、
「 」をVしながらクリックすると、Ctrl
e<Þ¼½CDがZ[されます。

チェックを�けるとe<がf2になります。

e<56の�:、�:を¼½します。
または、�:、�:のどちらかを¼½します。

e<をíれたとき¢<を)Æするときにチェックを�
けます。チェックが�いていないåæは、e<をíれ
た¢<Þは、g で シートに¼½され、¢<はExcel
8�されます。

h"の¢<��にe<Þを¼½したåæ、どれか
１つでもe<をíれたåæに¢<を)Æする´は
「 」を²³し、iての��がe<をíれたåæにOR
¢<を)Æする´は「 」を²³します。AND

q¢<��を"みiての¢<��のe<をクリアし
ます。

j k¢<��のe<Þは、 とl®ですが、「λ 」と「Ｌｅ」のe<Þは¼れoわります。) -200 dCS

e<がf2な��はg でZ[
されます。
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ª«¬のÿ�を²³します。
BM BM AS-5A, -5 のCD

BM-7のCD

BM- A7 のCD

BM-7FastのCD

BM-8のCD
BM-9mのCD

BM-5Aのåæの¢<´�について
がリモートモードで¢<を�うåæの{§´�は、おおよそ��の|になります。BM-5A

・「 」が「 」で}- óでの¢<��を�<したåæ、h が�~´���になります。3つの にSPEED FAST FUNCTION FUNCTION4sec
またがった¢<��が�<されると、h が�~´���になります。12sec
・「 」が「 」で}- óでの¢<��を�<したåæ、h が�~´���になります。3つのSPEED SLOW FUNCTION FUNCTION15sec

secにまたがった¢<��が�<されると、h45 が�~´���になります。
ただし、パソコンからの¢<£¤��が :の�æで1Rされるåæが´々9:するするため、そのåæは、��¢<´��BM-5A
�の、さらに２�または３�の¢<´�を§するåæがあります。

は、h ���での¢<がz{です。BM AS-5 2

qソフトでは、 にNし「 の_`」、「¢<レンジの_`」、「 」�íの;<は-_�いません。BM BM AS FUNCTION FAST SLOW-5A, -5 /
�いまして、¢<に¦§な;<¾¿は、iて、¢<�にユーザ:の�?で�Ò;<を�っておく¦§があります。
また、¢<Þは のリモートÂ{の��により「 」Þだけになります。BM ABS-5A

※Ê1)

※Ê2)

FUNCTIONhに、 へ7�する��QRにチェックをCけます。チェックをCけるQRCにjkはありまExcel
せんが、lCの をまたがって��QRを0�すると、��に]くの�3を�しますからÊiがFUNCTION
��です。また、「 」のçâ、 をmnえながらの��は�oませんから、O2にチェックをBM FUNCTION-7
Cけた だけの��になり、:にチェックをCけた の��QRはpqされます。FUNCTION FUNCTION

��レンジを0�します。 þによっては、 rにレンジのüを�ないます。( )FUNCTION

��s!を'(します。$íは「 」を'(してください。「 」を'(すると、tuに��s!がFAST SLOW
vくなりますから、ごÊiください。��s!につきましては、�wをÔÕください。

スタート^�の��úに、 のキャリブレーション「?	xyzêの{!|ì」を�うçâに、チェックBM-5A
をCけます。ただし、キャリブレーションには、 }~!の�3がかかります。ここにチェックをCけずに、40
ùúに、gyで�なっておくことをおEめします。

 !"の34を0�します。( -5A, -5 , -7, -7A, -7Fast, -8, -9m)BM BM AS BM BM BM BM BM

RS-232C��¾¿を;<します。
��ポート�íは、�くのåæ、��の;<を��します。

BMシリーズの��OPのü�

 !"とのÀYインターフェースを'(します。

��Z、 !"の��#が%�できなかったçâのリトライBCを0�します。このBCのリトライを�なっ
ても��#が%�できないçâは、��をZ�します。

$%データのデリミタ ターミネータ を0�します。$íは、「 」です。( ) CR

トプコン� シリーズのçâBM

BM-9だけの N。��ÏÆのエラーにより、��できなかったçâ、そのエラーをpqして
:のステップへ�みます。



トプコン� シリーズのçâSR

ª«¬のÿ�を²³します。「 -3」「 -3 」「 - 1」「 - 1R」SR SR AR SR UL SR UL

¢<モードを²³します。「 」「 」「 」「 」AUTO FREQ MANU SYNC

¢<�を²³します。「 」「 」「0.2」「 」2.0 1.0 0.1

W\®��!"を®した¢<をおこなうåæにチェックを�けます。

ª«¬との ���の��でW\®��!"(400�)を"めないåæにVします。
このW\®��!"の ���には"��の´�を§します。

Excel Excelシートにúに¼½した��!"をx�します。クリックする�に、 シート�の
カーソルを��!"の��ÍÎにÎいておく¦§があります。
x�した´�ではª«¬には �されず、「ª«¬への;<Ä�」でª«¬へ �
されます。ただし、「W\®��!"を®する」にチェックが�いているåæに �
されます。

ソフトóîの��!"をExcelシートにúÏÐにÜ½します。

W\®��!"をインクリメント/デクリメントします。

Ê)ここで7�した !"の��OPは、このボタンをクリック
したとき、��OPが !"にü�されますから、I-V-L��
を�うúに、�ず、このボタンをクリックして !"のOPü�を
�っておいてください。
��の��では、ここで7�した !"のOPは、 !"に�
%されません。

Excelシート�のカーソルを��+øに�Òします。

���Þの��!"による¢<を�なうåæにチェックを�けます。

���Þのそれぞれの��!"を¼½します。

ª«¬qØのËÌの;<¾¿を3みyみZ[します。
3みyまれる¾¿は、��の¾¿だけです。
W\®��!"は「�í」ボタンをVしていない�り�に3みyまれます。

RS-232Cの��¾¿を;<します。

�  "を²³します。

¡¢è£xを;<します。

¤W´�ディレィを;<します。

¢<のp�/ノーマルを;<します。

¢<��を²³します。

W\]^ª«のÑÒ�Ôを�なうåæにチェックを�けます。

W\]^ª«データをExcelシートへ¼½するときのの�_き"を;<します。

ª«¬を
�した -232Cのポート�を�<します。RS

ボーレートを;<します。

データビットを;<します。

ストップビットを;<します。

パリティーを;<します。

CD DSRライン/ ラインのチェックをします。
��は、チェックを�けないでください。

ª«¬のデフォールトに��¾¿を;<します。
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「Excel」タブを'(した�、「 」ボタンで���び��を��します。START

③	
 	���と、	
 	���OPをü�します。/ /
ØQRのi�のÍÎにつきましては、624XシリーズにCÈする%ÐÑÒÓをÔÕください。

Excelデータ��モード
この「Excel」タブが²³されている´に「 」ＳＴＡＲＴ

をクリックすると、Excel�のデータがÂÃから�じ

Ü½され、á´に¢<が�われます。

Excel�のデータをHõとしてÜ½するか、HöとしてÜ½するかを

;<します。

HõÜ½する´は、��Höを¼½しHö
Ü½する´は、��Hõを¼½します。
§�のåæは、ÂÃ¨|に�じそのÜ½Þ
にN�した�©の��ÞにÑÒÓに;<さ
れます。
j)6240A/41A/42Aのåæは、テキストボックスを
ダブルクリックするとª2��Þの¼½がz{です。

¢<の¤W´�を;<します。

Hõ/HöÜ½G、¢<までの«¬´�を¼½します。 ®´�
より¯い´�を¼½したåæ、この´�が®´�となります。
あまり�&ではありません。パソコンのタイマで´�をカウントします。

Hõ/HöのÜ½®´�を¼½します。
あまり�&ではありません。
パソコンのタイマで´�をカウントします。
§�のåæは、¢<Gは±ちに�のステップ
へ²みます。

Ü½するHõまたはHöÞを、��に Excelシートに¼½しておく¦§があります。 I-V-Lª«¬を³®した ¢<では、こちらを²³します。
また、「Ü½ÍÎ」ボタンで、kÂÃがÜ½するExcelシート�のデータÍÎ��を�<してください。 ��;<をしたG、「 」ボタンをクリックすると�<ÍÎからSTART
���ÏÐにデータがÜ½され、その¢<ÇÈがËÌのカーソルÍÎに¼½されます。「Ü½ÍÎ」ボタン ¡

ËÌのÜ½と¢<をÅÆG、-´./します。 「 」をVＰＡＵＳＥ
したまま、「 」をVすと、ステップÒ�になります。ＳＴＡＲＴ
�·に「 」をVしたGに「 」をVしても、ステップPAUSE ＳＴＡＲＴ
Ò�になります。 「 」を¸�すると、¹�Ü½モードにºPAUSE
»します。 「 Excel」タブが²³されたときのみ、f2です。
PAUSE0は「ÂÃの¼½」�で�<したÜ½��を¾®します。

Ü½を0;します。

Excel�のデータをÜ½する´の}Íを;<します。 Excel�の
データが「１００」で、「ｍＶ」を;<すると、100mVがÜ½されます。

CDをÂ~Z[に_り`えます。

Ü½するデータ��ÍÎを�<します。Excel�のカーソルをÜ½し

たい��ÍÎにÎいてこのボタンをクリックします。�のテキストボック

スに、カーソルÍÎが¼½されます。テキストボックスへは、±
、�

¼½もz{です。テキストボックスが§�の��では「 」できまSTART

せん。¦ず;<が¦§です。

iデータÜ½を)Æした´、Ü½を にOFF
します。

®するÂÃのÿ�がZ[されます。

ÃÄóの"Þは - アドレスをZわします。GP IB

ÂÃÿ�と - アドレスの;<は、「ÂÃのGP IB

¼½」ボタンで�います。

パルスÜ½のåæにチェックを�けます。

�ページ①を ¡ください。

「 」��のとき、１つ�の¢<ÞをÇ�します。PAUSE

È¢<を�うåæに®します。

HöまたはHõの¢<を�う´、チェック
します。 また¢<ÇÈをExcelへ¼½する
´の}Íを;<します。

¢<をフリーラン��で�います。 ¢< 0、¢<Ãは�に¢
<ÞをZ[し�けます。 �&な¢<«¬´�が¦§なåæ
には「 」はÉÐきです。FREE RUN

Ü½データが�にCDにZ[されるように、
Excelシートをスクロールします。

ÊËモードにチェックを�けると、ÊË
¢<がz{です。

¼½したiての¾¿をロードÌびセーブします。

ÎÏ´�を シートに¼½します。Excel

�ページ②を ¡ください。

�ページ③を ¡ください。

�ページ④を ¡ください。

¢<をオートレンジで�います。マニュアルレンジでは、

��HöによってÔまるレンジに�<されます。

Ü½Þを¢<ÞとÕべてExcelシートに¼½します。

ª«¬の²³を�ないます。

���3

��v�

�>�3
Ê �>�3 �g�jC��) 1 =20ms(50Hz )PLC

=16.7ms(60Hz )��
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��

��

¢<データを シートへ¼½する´のÏÐを、�ÏÐ øÏÐExcel /
から²³します。 こ の²³により、 シートへ¼½するÜ½Excel
リストの¼½ÏÐも��します。



①エラーマスクの@�
Ü½Ò�0、624041/42/43/44qØのエラーチェック��を;<します。

Excel�のデータをÜ½0に、チェックを�けた��のエラーを×Ü

した´、Ü½Ò�を./します。

��は、Ôに[す��で®します。

)j 「オペレート を×Üする」にチェックを�けたåæOFF

¢<Ãリアーの ¼½「 」をショート��で¢<を£¤する¦§があります。ショートされていないと、BNC INTER LOCK

オペレートが にならないため、¢<が£¤できません。 ¢< 0に ¼½がオープンになると、±ちに、ON INTER LOCK

¢<Ãはオペレートが になります。ソフト�は、Ü½Þ��´と¢<Ä�´に がチェックされます。OFF INTER LOCK-

ただし、®´�が ��のåæは、®´�0、 Ùに がチェックされます。10sec 0.5sec INTER LOCK

③サスペンド��の@�

②グラフの\t !の@�

「Excel」タブを²³し、データÜ½を�うåæのリアルタイム�ÔのÏÚを;<します。

グラフのタイトルを?@に¼½します。§�でもかまいません。

÷Ûのデータを�[します。

úÛのデータを�[します。

÷Û�Üの / を¼½します。§�のåæ、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、��にÞを¼½し、�<スケール
にすると、�Ôがp�に�われます。

úÛ�Üの / を¼½します。§�のåæ、オートスMAX MIN
ケーリングされます。ただし、��にÞを¼½し、�<スケール
にすると、�Ôがp�に�われます。

6240A/41A/42AだけのÂ{です。
「)Æ´Ü½ 」にチェックを�けたåæ、ÂÃのオペレーションをOFF OFF
にしないで、オペレーションを のままで、サスペンドにします。ON
ここでは、サスペンドの´のÜ½Hõを¼½します。

④uv���(マルチメータ�)の@� !

íî¢<Ãとは - でパソコンと
�されている¦§があります。(�Ô)GP IB

íî¢<Ãから られてくるデータのフォーマットは、 であり、h"のデータのåæ(Max10�)、データ�はコンマでÞ_られている¦§がASCII

あります。

j)iての¢<Ãとの��を するものではありません。

もし、íî¢<Ãからデータを�けxる´、クエリーコマンドを��に �する¦§がある´、ここに �する
クエリコマンドを¼½します。ほとんどのåæ、§�で です。OK
もし、マルチメータが コマンド�àのものでしたら、��のコマンドのどれかが®されます。SCPI
: ?       : ?     : ?READ FETCH MEAS

íî¢<Ãのデータ��´にトリガが¦§な´、チェックをつけます。

íî¢<Ãの - アドレスを;<します。GP IB

xりyんだデータに、��äåを�ったG、Excelへ¼½します。
Excelへの¼½Þ = ( ¢<Ãデータ - B ) * A

ヘッダとしてExcelへ¼½する��をここに¼½します。
§�のåæ、「íî¢<Ã」が¼½されます。

¢<£¤�に、¢<Ãに �するコマンドがあるåæは、ここに¼½します。 ファンクションやレンジ_`えのコマンド
を¼½します。 ��は§�です。

¢<Ãのデリミタを;<します。��は、 + です。LF EOI

「 」,「"* "」,「?@コマンド」からトリガのÏÚを²³します。GET TRG
��は、「 」の²³をします。GET
「?@コマンド」を²³したåæは、トリガコマンドをテキストボックスに¼½します。

íî¢<Ãのデータにäå£xを�うときにチェックします。 h"のデータが��されたåæは、そのiての
データに、��に¼½したäåが�われます。

パソコン

GP IB-

12.345

AB��Ï6240A/41A/42A 43 44/ /

３．９９９

íî¢<Ãのデータを"Þとしてìうか、íîしとてìうかの²³を�ないます。

��は、「"Þデータ」に;<します。

íî¢<Ãからh"のデータが �されるåæ、データのÞ_りíîを�<します。

-ïÓには、「コンマ」が®されます。

ÀY�
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④

⑤

I-V-L( ) ! ��Z、 !"データ%�のパスËÌ

Ø��ステップhに、^úにゼロ��を��します。

I-V-Lの��において、	
を9:��させ、	�と !がy�していきますが、	
レベルがUい�、 !"の��に��な�>な !がpいため、

 !"のþ�によっては、 !��に]くの�3を�します。

このp�な�3を��するために、このU	
 ¡での !��をパスすることができます。

�ñの¢£から、ソースメータ��#による !��を��する¤¥を0�します。 � �#がこの¤¥に7ったとき、 !��を�います。

lCの��#を0�したçâは、 で Nします。OR

 !��を��するOPを0�します。

Øステップ��hに、その^úにゼロ��を�います。
もし、	
��のçâであれば、WXの¦uはショート ¡となり、
キャリアのa�を�います。
	���のçâは、ゼロ��は、WXの¦uがオープン ¡をi�します。

	


�3

���� ステップ��úのゼロ��

¢<

¢<
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⑥ I-V-L( ) ! ��uvの�

「�」Ë9でのèé !の��uv�

「;」Ë9でのèé !の��uv�

「;」Ë9での>? !の��uv�

:

:

¨©ªは、ùúにキー7�した
��	�#リストです。

¨©ªは、ùúにキー7�した
��	�#リストです。

:
¨©ªは、ùúにキー7�した
��	�#リストです。

:

:

:

:

bソフトがwy`aした
グラフ。I-V

bソフトがwy`aした
	� >? !グラフ。-

���、Excel2007で
3Dグラフ«した�

���、	�- !を
グラフ«した�
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スイープ��uvが シートに7�された�Excel

��{|でのスイープ��と��を�う

bdのスイープ Nをfgした��
この「スイープ」タブが²³されている´に「ＳＴＡ

」をクリックすると、;<した¾¿にÀずき、２ðＲＴ
のÂÃがáôをxってスイープをÄ�します。
スイープÅÆG、そのÇÈをExcel�にxyみます。
xyデータは、ËÌのカーソルÍÎから�ÏÐ
にÐかって¼½されます。
スイープ)ÆG、データをパソコンxyみに§す
る´�は、5000ステップのデータのåæ、h20
�です。

Hõスイープ/Höスイープを_り`えます。

スイープスタートHõ/Höを¼½します。

スイープストップHõ/Höを¼½します。

スイープのåæスタートとストップの�ñLOG

のòóはáじにしてください。

LINスイープの´、ステップHõを¼½し

スイープの´、ディケードôりのWQLOG

"を¼½します。

j） スイープのåæ、この�は�¼½LOG

Üöません。 ダブルクリックにより¼½Þ

を��してください。

��Hõ/��Höを¼½します。

kステップの®´�を¼½します。

パルスÜ½のåæは、÷ôを¼½します。

リニア/ログのスイープを_り`えます。
(6240A/41A/42Aのåæは、 / の_`え)LIN FIX

スイープスタート/ストップÞの¼½の}Íを
;<します。

パルスモードでÜ½します。
「®´�」がパルス÷ôとなります。
á´に��の¾¿を¼½します。

スイープスタート/ストップ�をøºスイープします。

スイープを£¤します。

k¼½��の��は、ÂÃに��するxì���
を ¡ください。

®するÂÃのÿ�がZ[されます。
ÃÄóの"Þは - アドレスをGP IB
Zわします。ÂÃÿ�と - アドレスのGP IB
;<は、「ÂÃの¼½」ボタンで�います。

R6240のパルス��のçâだけ !されます。
パルス��では、1AD�の	���を�う
çâ、O¬なパルス�/パルス®などをw
yzに"¯しü�します。

6241A/42AのåæにZ[されます。

クリックすると2ndスイープの;<がz{に

なります。�ページ⑤の�を ¡。

Ê このスイープでは、 !"との����はできません。)

¢<データが"Þèして、

シートに¼½されます。Excel

ÑÒÓに úóが�Ôされます。I-V
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スイープHõをExcelにxyみます。

9:モードが「Hõ」で、「スイープHõ」と

「スイープHö」のûÏにチェックを�けた

åæ、このスイープHõは、Äüの¢<

Þでなく¬åÞで¼½されますから、Äü

のÜ½HõÞとýþÿなるåæがあります。

スイープHöをExcelにxyみます。
9:モードが「Hö」で、「トレースHõ」と「トレー
スHö」のûÏにチェックを�けたåæ、このスイ
ープHöは、Äü¢<Þでなく¬åÞで¼½され
ますから、ÄüのÜ½HöÞとýþÿなるåæが
あります。

Hõスイープの´、ここで¼½したHöÞ

にN�したHõÞを¬åし、Excelに¼½

します。Höスイープのåæは、HõÞの

¼½になります。

¢<の¤W´�を;<します。
kステップでの¢<«¬´�を¼½します。

スイープHõ／HöをûÏともxyみ�<
したåæ、ÑÒÓに�Ôを�います。

6240A/41A/42Aのåæは、ÊËÞでの¢<が
z{です。

j1) ¢< )ÆG、その¢<ÇÈを¢<ÃóîのバッファメモリからExcel�にデータをxりyむのに¦§な´�は、4000ステップのデータの

åæ、h 21secかかります。

j2) スイープ¢<に �し、®´�、パルス÷ô、パルス�、¤W´�、ホールド´�、ソースディレー´�、¢<«¬´�、¢<のオート

レン ジ、9:のオートレンジ�の�みæわせにより¦ずしも��の¾¿;<ができるとは�りません。 できるだけ 	<した¢<ができるよ

うにするた め、É
_な¾¿;<で¢<を£¤しようとしたとき、¼½¾¿を��する§�が�われます。


_な¢<¾¿になるように、��¾¿をÈ«�して、¢<を£¤してください。

¢<Ãのx ì���を�3し、9:と¢<の����を��しておくことが©_です。

⑤ の スイープの@�6241A/42A 2nd

スイープステップ�を_`えるHõを¼½します。

��のスイープステップ�を¼½します。

��の2��の¼½がf2なåæ、 スイープが�なわれます。2nd

どちらか、またはûÏが§�のåæ、 スイープは�なわれません。2nd
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Excel�のデータをランダムスイープとして��
この「ランダム」タブが²³されている´に「 」ＳＴＡＲＴ
をクリックすると、;<した¾¿にÀずき２ðのÂÃが
áôをとってランダムスイーープをÄ�し、その¢<
ÇÈをExcel�にxyみます。
xyデータは、ËÌのカーソルÍÎから�ÏÐにÐか
って¼½されます。

Excelシートより、HõÞとしてxりyむか、Hö
Þとしてxりyむかを²³します。

xりyむデータの}Íを;<します。
�えば、Excel�のデータが「100」で「mA」
を;<したåæ、100mAとしてxりyまれ
ます。

Excel�の"ÞデータをÂÃのランダムメモリへ
りyみます。

Excel�のËÌのカーソルÍÎから�ÏÐ
にデータのxりyみを£¤します。
セルが§�になるか、5000�になると、
xりyみを)Æします。
xりyんだÇÈは、�のÜ½�に��
されます。
5000�のデータをパソコンからÂÃへ �
に§する´�は、h20�です。

「 」によりÜ½するメモリ�56をSTART
¼½します。

「メモリ�」で;<された56のデータのランダム
スイープを£¤します。
��に「HõÜ½」か「HöÜ½」かを「スイープ」
タブの9:モードを_り`えておいてください。
>の¾¿は、「スイープ」タブで;<した��の
¾¿に�います。
・ /パルスDC
・ ®´�(パルス÷ô)
・¢< «¬´�
・ソースディレー
・オートレン ジディレー
・スイープリ バース
(パルスのåæ)

・ バイアスÞ
・パルス �

ランダムスイープとá´に¢<を�うときにチェック
を�けます。Hõ¢</Hö¢<のどちらか-Ïの
²³となります。
6240A/41A/42Aでは、ÊË¢<の²³ができます。

¢<ÇÈをExcelへ¼½するときの}Íを;<します。


�されているÂÃのÿ�をx�し、Z[
します。

Ü½と¢<の¾¿を¼½するÂÃを²³
します。ÃÄóの"Þは - アドレスをGP IB
Zわします。ÂÃÿ�と - アドレスのGP IB
;<は、「ÂÃの¼½」ボタンで�います。

Excelデータをランダムメモリに��、��と��を�う

ランダムjkでスイープした�

Ê このスイープでは、 !"との����はできません。)

Ü½Hõ �

¢<Hö �
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�>3 )nÏの�>�3は、 の<5をfgします。A/D ' 'PLC

�g�jC の°±です。Power Line Cycle( )

この�3は、 )nÏªBのコンデンサを²	する�3です。A/D

は、�g�jCの1�>の�3です。1PLC

��では、 、 ��では、 を します。50Hz 20ms 60Hz 16.7ms

��³!に´µを�ぼすノイズ�·の¸どは、�g�jCの¹Czの�jCのAo	
です。

の¹Czの�>を�うことによりノイズ�·の]くを�ºできます。PLC

ìしい	


ノイズ»> �g�jC»>( )1PLC

A/D)nÏには、「¼:½¾3」と「�>3」があり、bソフトがサポートする	
	�¿ÀÏは、「�>3」を
fgして��が�われます。

)ns!がsいため、Á�の	
��がMN。

	
のÁ�#を��することがRz。

オシロスコープや、 )nボードなどにfgされる。A/D

)ns!はvい。

ノイズの´µをÂけにくいためÃ�した��がMN。

デジタルマルチメータ、;<"、ÄV	
	�"など

にfgされる。

7�%Å
7�%Å

D/A)nÏ

	
½¾BÆ

【ÇÝ】
コンデンサに²	して、a	する�3を"る

①�>3 )nÏA/D

�>BÆ

②¼:½¾3 )nÏA/D

【ÇÝ】
ªB )nÏとの½¾により��する。D/A

A/D���について

��$�「 」とはPLC
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